
 二学期が始まりました！！  

長いようで短い夏休みが終わりました。

子どもたちは、みんな明るい表情で８月２

５日の始業式に姿を見せてくれました。終

業式では、いつも同じ宿題を出します。そ

れは、「始業式に笑顔で全員がそろうこと」

と「休み中に、自分はこれを頑張ったと自

慢できることを一つか二つ言えること」の

二つです。この宿題は、みんな合格だった

と思います。 

始業の日に、とてもうれしく思ったこと

があります。ある子どもさんは、少し熱が

あったそうですが、そんな中でも、「どう

しても学校に行きたい。」と少々無理して

登校してきました。始業式の最中もきつそ

うにしていたので、始業式が終わったらす

ぐに早退させましたが、その気持ちがとて

もうれしかったです。（きつくても出てき

てほしいという意味ではありません。誤解

のないように。）きつい中でも、返事をす

る時は、いつもどおり大きな声を出そうと

するところが、何と言いますか、とても健

気に思えて、うるっ

と来てしまいまし

た。 

さて、２学期は一

番長い学期で、多く

の学校行事も計画

されていますし、学

習という面から見

ても、子どもの伸び

が大いに期待でき

る学期です。「鉄は

熱い内に打て」と言われるように、鍛える

べきところはどんどん鍛えて、子どもの力

を最大限に伸ばしていこうと思っていま

す。 

今学期も、保護者の皆様、地域の皆様の

ご理解とご協力を切にお願いいたします。 

 子どもたち、体力面でも頑張ってます。  

本校の体力向上は、体力向上プランに基

づいて、体育科だけではなく、学校行事や

日常の活動、また、スポーツ少年団活動や

外部イベントへの参加などあらゆる面か

らアプローチしています。そして、体力向

上が図られたかどうかの一つの評価方法

として、体力テストが全国の小・中・高校

で行われています。 

少し前に、本年

度の体力テストの

結果が返ってきま

した。一目見て、

びっくりです。前

年度と比較して総

合評価基準表（Ａ

～Ｅの５段階）の

段階が上がった児

童が２７名中１５

名（※２７名なの

は、１年生は前年

との比較ができないことと、欠席者が１名

いたことから）、しかも、その内３名は２

段階アップという結果でした。段階の分布

から見てもＡ段階が１９名、Ｂ段階が１２

名というかなりハイレベルな分布になっ

ています。 

これまでのさまざまな取組の成果が一

気に花開いたという感がありますが、これ

に満足するこ

となく、これ

からも心身共

にたくましい

児童を育成し

ていきたいと

考えておりま

す。 

 シェルターへ避難！！  

昨今、風水害や火事、地震などへの災害

だけでなく、不審者への対応など、一昔前

だと考えもつかなかったことへの対応が

学校に求められるようになりました。どう

してこうなってしまったのだろうと時々、

考え込んでしまいます。また、それに加え

てテロや弾道ミサイルへの対応まで心配

しなければならず、子どもたちを守るには

どうすればよいのか、本当に守れるのか、

など悩みは尽きません。しかし、今できる

ことのすべてをやっておくことで、いわゆ
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る非常時のダメージを最小限に抑えるこ

とができると信じて、さまざまな方策をと

っているところです。 

まず、本校はありがたいことに鉄扉で内

カギができ

る部屋が４

つもありま

す。これは、

非常に珍し

いつくりだ

と言えます。

しかも、児

童数が少な

いために、不審者や弾道ミサイルへの対応

が求められる場合、その４つの部屋に分散

すれば、児童全員が避難することができま

す。この部屋は、敢えてシェルター（避難

所の意味）と呼ばせています。今後、どこ

に行っても常にシェルターの有無を確か

めることを意識してほしいからです。 

また、これまでの避難訓練（風水害、不

審者、地震、火災）に加えて、弾道ミサイ

ルに対する避難訓練も計画しており、すで

に一度実施したところです。子どもたちに

世界情勢を説明するのはたいへん難しく、

どれだけ身近に感じられるか見えないと

ころではありますが、指導を続けていくこ

とが大切であると思います。もしものとき

の家庭での避難行動の在り方をご家族で

考えてみてはいかがでしょう。 
 教育に関する名言  

子どもには叱られる権利があ

る。・・・ところが，本当に子どもを

叱る人が少なくて，怒る人が多いの

である。     賀川 豊彦（教育者） 
「叱る」という行為は子どもを愛する気

持ちからなされるものであり、そこには感

情的な怒りの気持ちはないと言われます。

しかし、「怒る」という行為は，自分の感情

を制しきれずに爆発するもので、子どもは

素直に聴くことができず、かえって反発し

たり親から離れたりしてしまうものです。 

ちなみに、筆者は、子どもの権利として、

「食べること」「遊ぶこと」「寝ること」「親

に夫婦げんかを止めてと要求すること」「禁

酒を要求すること」も挙げている。最後の

は余計な気もしますけど・・。 

 子どもたちの健闘を称えます。  

◇宮日日日新聞「かりぼし往来」掲載 

       ３年  ○○ ○○ 君 

       ３年  ○○ ○○ 君 

       ３年  ○○ ○○ さん 

       ６年  ○○ ○○ 君 

◇宮日日日新聞「みんなの作文」掲載 

       ２年  ○○ ○○ さん 

◇宮日こども新聞「学園俳壇」掲載 

       １年  ○○ ○○ さん 

◇高千穂町少年剣道大会 

 小学５年の部 優勝 ○○ ○○ 君 

 小学６年の部準優勝 ○○ ○○ さん 

 小学２年の部準優勝 ○○ ○○ 君 

 小学５年の部第３位 ○○ ○○ 君 

 小学生団体の部準優勝 坂本道心会 

 おまけ 頭の体操  

問題１   ※久留米大附設中入試問題 

 ５つの点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅが一つの直

線上にある時、次の条件でＡＥの長さは何

㎝ですか？        

【条件】 

１ ＢはＡとＣのまん中 

２ ＣはＡとＤのまん中 

３ ＤはＢとＥのまん中 

４ ＣＤの長さは６㎝ 

答え ＡＥの長さは   ㎝ 

※ 今回は、少し簡単すぎましたか？答え

がお分かりになられたら、学校まで連絡

ください。 

 
 

※ 本校の運動会は、１０月１日（日）で

す。町内の小学校とは期日が違いますの

で、お間違えになりませんようお願いい

たします。地域の皆様のたくさんのご来

場をお待ちしております。 

坂本小学校の合言葉 

あ あかるく 

し しんけんに 

た たくましく 


